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前期人権同和教育旬間 ５月８日～５月２９日 
 

「五中人権宣言」  
                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
先輩方が残してくれた「五中人権宣言」を、私 

たちは今も大切に受け継いでいます。 

旬間の始まりにあたり、校長先生よりお話をい 

ただきました。 
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五中だより 
 

 第３号 
令和８年６月８日 

文責：教頭 茅野 正和 
 

学校教育目標／人間性豊かで、主体的に問題を解決する生徒の育成 

めざす生徒像／①心の豊かな生徒（徳） ②自ら考え実践する生徒（知）  

③健康でたくましい生徒（体） 

生活の３重点/「あいさつ」「無言清掃」「時間を守る」 

この五中人権宣言ができたのは 1999年で

す。当時、校内でからかいなどがありまし

た。ある日、とうとうもみ合いのけんかとな

り、一人の生徒は転んで骨折をするという

大けがをしました。 

このことがあり、当時の生徒会が立ち上

がり、全校にアンケートをとった結果、五中

にはいじめがあると答えた生徒が２１％、

いじめられた経験があると答えた生徒が１

５％いるにもかかわらず、いじめがあるか

どうかわからないと答えた生徒が４３％も

いました。当時の生徒会は悲しい思いをし

ている人がいるのに、意識していない生徒

が多いことが問題であると考えました。そ

して、生徒会長が「いじめられている人の立

場になり、その人の気持ちを、いじめている

人が気づくこと。そこからどうやったら誰

もが安心して生活できる学校にしていくか

考えよう」と全校集会で訴え、この五中人権

宣言が出来上がりました。 

前期人権同和教育旬間の始まりにあたり、校

長先生から「なぜ人権教育が必要なのか」と

いうお話がありました。差別には、社会に見

える形で存在するものだけでなく、私たちの

心の中にある“見えない差別”もあります。

旬間中の学習を通して、自分の心と向き合

い、人権の大切さを改めて考えてほしいとい

う願いが語られました。 

また、言葉には大きな力があることにも触

れられました。たった一言で人を励ますこ

とも、傷つけることもあります。思いやり

の心をもって「その一言」を選ぶことの大

切さを、全校で共有しました。 

 

 

http://www.school.umic.jp/ueda5/


生徒会が中心となって取り組んでいるあいさつ運動も、 

実は大切な人権学習の一つです。あいさつは、相手の存 

在を認め、「あなたを大切に思っています」という気持ち 

を言葉で伝える行動です。毎朝の「おはようございます」 

という一言には、互いを尊重し合う関係をつくる力があ 

ります。 

 

各学年で行われた取り組みとも深くつながっていきます。 

１学年が仲間の良いところを伝え合い、言葉を前向きに 

言い換える活動をしたことは、相手を尊重する姿勢その 

ものです。２学年が話し合いを重ねて作った学級人権宣 

言には、「相手の気持ちを考えて行動する」といった、 

あいさつ運動と同じ思いが込められています。３学年が 

昨年度の宣言を振り返り、自分たちの行動を見つめ直したことも、日常の小さな言動を大切にする姿勢に

つながっています。 

 

生徒一人ひとりの小さな行動が、学校全体の温かい雰囲気をつくり、 

人権を大切にする文化を育てています。 

 

↑豊殿小学校へ 

←神科小学校へ 

 

 

ひまわりの種を配布 

してきました。 

 

 

各学年では、人権についての学びを改めて見つめ直し、自分の言動 

を振り返る大切な時間となりました。 

１学年では、仲間の素敵な姿を伝え合ったり、言葉を前向きに言い 

換えるリフレーミングに取り組んだりし、日常の中にある小さな思い 

やりに気づく姿が見られました。 

２学年では、話し合いを通して「相手の気持ちを考えて行動する」 

「人を傷つけるような行動はしない」など、生活の中で実践できる 

目標を盛り込んだ学級人権宣言を作成しました。 

３学年は、昨年度に自分たちで作った宣言を振り返り、これまで 

の行動を見つめ直すことで、より良い学校生活を築こうとする姿勢 

を深めました。 

 

どの学年の取り組みにも、互いを大切にしようとする温かい思いが 

込められており、生徒たちが自分たちの学校をより良い場所にしよう 

と真剣に向き合う姿が感じられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旬間は終わりましたが、人権を大切にする学校づくりはこれからも続きます。「五中人権宣言」

を胸に、互いを尊重し合い、誰もが安心して過ごせる学校を全校でつくっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学年で作成した「学級人権宣言」と 

「個人人権宣言」の一部 


